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A LETTER 
FROM OURDirector

海洋を保護しようという目標と
水中の冒険を求める情熱がひとつになると、
どのようなことになるのでしょうか。
この海の惑星のために実際の行動をとる
世界的な運動になります。
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 ディレクターからの手紙

2019年に、Project AWAREのサポーターたちの個々の活動は
全体として私たちの保護活動の目標を加速し、きれいで健康な
海を取り戻そうという私たちのビジョンを前進させました。

　新たなキャンペーンである「Every Dive a Survey Dive（毎回
のダイビングを調査ダイビングに）」を成功裏に開始し、私た
ちは2019年にこの世界的な市民科学運動を大いに拡大するこ
とができました；Adopt a Dive Site™への世界的参加は28％
増加し、また、Dive Against Debris® 調査への提出は35％増加
しました。この成長のおかげで私たちは目標に向かって前進
して、2020年末には次の100万個－全部で200万個－のごみ
を取り除き、報告することができました。Dive Against 
Debris® には、今や、120か国の85,000人以上のダイバーが参
加して、引き続きこの惑星最大の海底ごみ水中データベース
を成長させています。

　市民科学者が集めたDive Against Debris®データは、不可欠
のデータギャップを埋め、海洋環境への汚染のインパクトを
和らげ、最終的には、健全な政策を促進させています。2019
年に、このユニークな世界的データに徹底的な科学的分析が
加えられました。地上と海底のごみを比べるという類の最初
のものになりました。この知見は2020年に科学雑誌に発表さ
れ、諸政府に周知され、関心を引き起こすことになるでしょう。
水中コミュニティの活動が政策変更にあきらかに関わること
になります。

　毎年、Project AWAREは私たちの持つ資源の少なくとも
25%を使って、「健康な海」の保護という私たちの目標を前進
させようとしています。2019年に、皆様にわくわくしてお知
らせしたいのは、私たちのパートナーやコミュニティと共に、
傷つきやすい海洋生物種を保護する極めて重要な取引制限を
前進させたということです。有力な複数の政府からの猛烈な
反対にもかかわらず、私たちの働きかけは、第18回
「Conference of the Parties to the Conservation on Interna-
tional Trade in Endangered Species：絶滅のおそれのある野
生動植物の種の国際取引に関する条約締約国会議」で、アオザ
メ類やサカタザメ類、ナマコ類に不可欠なセーフガードを前
進させました。

30,000人以上のコミュニティのメンバーが、#Divers4Makos
（アオザメの味方ダイバー）請願書にサインしてこの世界最速
のサメに戦うチャンスを与えるよう各国政府に強く要請し、
あるいは、取引高の大きいナマコ類を保護するために
#LoveTheUnloved（愛されないものを愛す）に賛成投票をして
います。私たちの「Healthy Ocean：健康な海」プログラムと
進行中の「Shark League：サメ同盟」とのパートナーシップで
も同じようにヨシキリザメ類の歴史的な漁獲制限を獲得でき
ました。
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私たちは共にProject 
AWARE - Where Conservation 
Meets Adventure™

心をこめて

ダナ・ムーア（Danna Moore）
グローバル・オペレーション・ディレクター

　フィンズ・オン（水中）とフィンズ・オフ（水面／地上）という、私た
ちのコミュニティが採用した行動は「国際連合・国際目標」を前に進め
るための積極的な手段になっています。7月に、新しい対話式のイン
フォグラフィックを始めて、私たちは、国際連合の「持続可能な開発の
ための2030年へのアジェンダ」に短期および長期の保護活動を直接リ
ンクさせました。この計画を具体化するために9月のAWARE WEEKと
「SDGｓのための国際行動週間」の間、地域レベルで私たちのコミュニ
ティが参加するようにしました。

Project AWAREの2019年の努力のおかげで、私たちのこれからの目
標と全体的なビジョンを達成するのに必要な成長と保護活動の成果を
得ることができました。こうした極めて重要な仕事は、私たちのパート
ナーや寄付者、世界的なコミュニティ、スタッフ、理事会メンバーがい
なければ達成できなかったでしょう。2019年に、この水の惑星がよい
方向に変わるように活動してくれたひとりひとりの方々すべてに感謝
いたします。
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WHO
WE ARE AWEREの紹介
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AWAREチーム

Project AWARE ®なら、未来を信じることができます。もはや海を守らな
くてはいけないという呪縛から解き放たれる未来を信じることができます。
私達は、海の冒険を求める情熱と海洋保護という目標を結びつけ、長く続く
変化を作り出します。

Project AWARE ®が働きかけたいと思っている重要な場所は2つありま
す：コミュニティと政策の2つです。私達のグローバルコミュニティがフィ
ンズ・オン（水中）でも、フィンズ・オフ（水面／地上）でも行動できるように、
そのためのツールとインスピレーションを私達は提供しています。また、
こうした行動を政策とリンクさせて、きれいで健康な海を取り戻す私達の
ビジョンへ向かって進むようにします。

　私たちは協力して、世界中に献
身的な個人から成るチームを送っ
ています。その人たちは、本物で
掛け値なしに環境を守る闘いに勝
利するための海洋保護と冒険への
情熱を共有している人たちです。

　私たちは、個人、政府、NGO（非
政府組織）それに企業といった、
私たち同様、海洋を保護する必要
がなくなる未来を信じているとこ
ろと協力し、共に創り出し、提携
しています。

　私たちは、政策の変更のために闘い、全世界の
ボランティア・コミュニティを巻き込んで動かし、
世界的な海洋自然保護のための具体的な諸目標に
取り組んでいます。

　オーストラリアとイギリス、アメリカにあるオフィスと一緒
に、私たちは、海洋と海洋に依存しているコミュニティに対して
地域と世界的な変化を創り出すための行動を起こしています。
地域での私たちの諸行動は、全体として最も傷つきやすい複数
の海洋生物種を保護し、汚染を減らしています。Project AWARE
は公認の非営利組織です。

　私たちは、冒険者たちのコミュニティからパワーを得ている
海洋保護の世界的運動です。そこは自然保護が冒険と出会うと
ころ（Where Conservation Meets Adventure TM）です。



A GLOBAL
VOICE

333,248
2019年に

ウェブサイトを
訪れた人の数

My Oceanに登録して
保護活動に参加した人の数：

26,508
2019年のみ
217,552
2011以降

4,559
新しい

“ニュースフラッシュ”
E-ニュースレター

購読者

オンラインでの
寄付の増加

$253,000
以上 

228.5k
Facebookの
フォロワー

161.5k
Instagramの
フォロワー

44.9k
Twitterの
フォロワー

21.k
YouTubeの
2019年の
視聴

220.6k
2008年

チャンネル開設以来の
YouTube視聴者数
Project AWAREを
フォローしてください

FOLLOW PROJECT AWARE
Instagram: @projectaware

Facebook: /ProjectAWAREFoundation

Twitter: @projectaware

YouTube: /ProjectAWAREorg
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世界の声

　私たちは共にする海洋への情熱と、行動しなければ海洋を保護すること
はできないという信念で結ばれています。オンラインとオフラインで、私
たちは海洋保護という目標のある冒険への情熱を具体化し、結びつけ、一緒
にするのに必要な行動を、かき立て、伝え、創り出し、共にしています。

　私たちは海洋に味方する世界の声であり、また、この「2019年インパクト・
レポート」は、世界のコミュニティと一緒に、私たちがきれいで健康な海に
戻るために成し遂げられることのパワーを明らかにし、また、具体的に示し
てくれるものです。
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A BRAND
REFRESH ブランドの刷新

2019年に、Project AWAREは「ブランドブック」をアップデート・刷
新しました。これは、Project AWAREを構成している重要な要素です。
お読みいただけば、AWAREについてもっとよく理解できるようになる
でしょう：www.projectaware.org/brandbook.
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2019：きれいで健康な海へ向けての活動を加速する

2019:
ACCELERATING 
ACTION FOR 
A CLEAN AND 
HEALTHY OCEAN
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持続可能な未来への道を
踏み固める 

　傷つきやすい海洋生物種の取引規制を確実に行なうことから、私たちの
基幹たる水中市民科学プログラムをいつでも次のレベルに高めることが
できるDive Against Debris ®の活動家の部隊を組織することまで、2019年
にProject AWAREは、コミュニティの活動を積極的にてこ入れして、国際
連合（UN）の「持続可能な開発目標（SDGs）」と「2030年に向けての持続可
能な開発のためのアジェンダ」を前に進めました。

2019年9月に、「SDGsのための行動する国連グローバ
ルウィーク」の一部として開始された、Project AWARE
の最新の対話式インフォグラフィックは、私たちの海洋
保護の目標がどのようにSDGsを実施する上の助けに
なっているかを説明し描いています。私たちの海洋保護
の方策は、ターゲットとなる多くの分野でSDGsと足並
みがそろっています。

Project AWAREは、市民科学とコミュニティの参加を
通して、水中の観点から、世界的な海洋ごみに責任を持っ
て取り組んでいます（#OceanAction17638）。

Project AWAREは、科学者や他のカギとなる組織と
パートナーを組んで、Dive Against Debris ®のデータを
分析し、今後の調査・研究や政策の変更に役立て、海洋
ごみについての私たちの知識を増やし、理解するように
務めています。

Project AWAREは、さらに海洋にごみが入り込まない
ようにする実効性ある防止方法見つける助けとなる世界
的なデータをますます広い範囲で積み上げつつあり、こ
うして、生態系の劣化を抑えるようにしています。どこ
の国でも、Dive Against Debris ®データを使って、国内お
よび国際レベルで政策を前に進め、法制を整えることが
できます。

2019年に開始された、新しいサプライチェーンの目
標を通じて、Project AWAREは、自分たちの活動におい
て、使い捨てプラスチック製品やパッケージの類は一切
買わず、配布もしないこととしています。製品とするか
どうかは、ISO 1400およびSDGの目標と原則を遵守して

いるかも含めて、全ライフサイクル分析（その製品が持
つ環境への影響を、製造・使用・廃棄の全製品寿命を通
して評価すること）に基づいて決定されます。さらに、
Project AWAREは、Dive Against Debris®でどんなことが
報告されたかに基づいて、いろいろな国に寄り添って、
どこに努力を注ぐ必要があるかを見極めるように、責任
をもってその国と共に活動しています。

「Shark League：サメ同盟（サメとエイの信頼できる
地域保護を目指した連合体）」と共に、Project AWAREは、
サメとエイの捕獲制限や絶滅危惧種の厳格な保護、地域
レベルでのサメのヒレ切り取り（フィニング）に関する
強力で強制力のある禁止令に向けて協力して活動してい
ます（#OceanAction17226）。

Project AWARE は、「Global Ghost Gear Initiative 
（GGGI：世界幽霊漁具イニシアティブ）」パートナーと一
緒に、「Best Practice Framework for the Management of 
Fishing Gear：漁具管理を最善に実施する枠組み」の採
択をサポートするために、また、「地域漁業管理機関
（RFMOs）」でゴーストネットと呼ばれる幽霊漁具を少な
くする方法を促進するために、責任を持って活動してい
ます。私たちは一緒になって、捨てられたり、紛失したり、
廃棄されたりした漁具に世界的規模で責任をもって取り
組みます（#OceanAction14840）。

きれいで健康な海のためにProject AWAREと一緒に
行動すれば、国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」を実
施する助けになります。SDGsを達成することは、包括
的で、持続可能な、かつ、活力にあふれた未来を、人類や
この惑星のために打ち立てるのに欠かせません。
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パートナーシップで
目標を達成しよう

飢饉を
ゼロに

持続可能な開発目標

すべての人に
健康と福祉を

安全な水とトイレを
世界中に

働きがいも
経済成長も

つくる責任
つかう責任

陸の豊かさも
守ろう　

海の豊かさを
守ろう　

貧困を
なくそう

質の高い教育を
みんなに

ジェンダー平等を
実現しよう

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

産業と技術革新の
基盤をつくろう

人や国の
不平等をなくそう

住み続けられる
まちづくりを

気候変動に
具体的な対策を

平和と公正を
すべての人に
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ISO
環境基準
を達成する

2019年8月に発表されたISO 21416では、ダイビング
を実施する場合に関連する環境問題が取り上げられてお
り、それには、アンカーによる損傷を避けることや再生
可能な資源を使うことをはじめとして、ダイビングでの
影響をブリーフィングでダイバーに伝えることや海洋保
護区域を維持すること、環境に責任を持ったダイビング
の実践についての指導をすることまで含まれています。

それと対になっているISO 21417では、スクーバ・ダ
イバーに、水の環境に対する広く一般的な脅威と地域的
な脅威を教えることや不注意なダイバーがダメージを引
き起こす可能性があること、それに、責任あるスクーバ・
ダイバーとしての私たちの役割が扱われています。
21416および21417は、お互いを補っていて、ダイビン
グ・コミュニティがこれまでに言っていたこと、やって
いたこと、勧めていたことに対する統一した公式の枠組
みを提供しています。改訂版の「Project AWAREスペシャ
ルティ・コース」は、2019年の8月に12カ国語で開始さ
れましたが、これはISOの要件を満たしています。改訂
版Project AWAREスペシャルティを修了したダイバーは
ISO21417の条項すべてを満たしたことになります。
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A CLEAN
OCEAN きれいな海
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海洋ごみに
取り組む

海洋汚染は、この海の惑星に強い影響を与えている決
定的なストレッサーのひとつです。海洋ごみ（私たち人
類由来で海に入ったごみ）は、私たち人間自身の健康は
いうに及ばず、海洋生物や生態系に長期にわたる大きな
ダメージを与えます。海洋ごみが海洋に出所を持つ方が
多いのか陸地に出所を持つ方が多いのかについての推測
はさておいて、海にある海洋ごみのすべての責任は人間
であるという事実には間違いがありません。

Project AWARE�には、海洋ごみに取り組んできた長
い歴史があります。そして、2019年を通して、戦略的
なパートナーシップや地域コミュニティ活動、熱心な政
策行動を通じて、きれいで健康な海に戻そうというビジ
ョンに向けて引き続き努力してきました。

“海洋ごみは非常に複雑な問題で、地域、国、地方、世界的規模での分野・領域をまたいだ協力が必要です。
データもまた絶対に不可欠で、それなしには問題の広がりも、発生源からごみを断つための解決策を策定する
というパズルを解くこともできません。そして、私たちはそうしたすべてのことをしているといえることがう
れしいです” とProject AWAREの政策主任、Hannah Pragnell-Raaschは言っています。

“「きれいな海戦略」を通じて、私たちのレベルは本当に上がっています。”

Dive Against Debris（私たちの基幹たる「きれいな海」
プログラム）は引き続き発展し、強化されています。2011
年に、海底の海洋ごみに関する定量的データを得ること、
それも、政策を変え、かつ、あらゆる地理的規模で廃棄物
管理プロセスを改善するのに十分耐えうるデータを得る
ことを大きな目標に掲げて開始されたこのプログラムは、
私たちのコミュニティと共に、現場でのクリーンナップか
ら確実な市民科学プログラムへと発展し、成長してきま
した。そして今、私たちは、Dive Against Debrisが、各国
政府や地方自治体のごみ管理政策がうまくいっているの
をレポートするのに使える、信頼でき、かつ、科学的に
健全で、費用対効果の高いモニタリングサービスとして、
それに、「国連の持続可能な開発目標（SDGs）」や「地域お
よび国レベルでの活動計画」「ヨーロッパ連合海洋戦略
枠組指令」のような、世界的あるいは地域的な海洋保護
への責任ある参加を追跡し評価することができる能力と
しても、その先頭を進んだことを目の当たりにする節目
に近づいています。

「国連の持続可能な開発のための2030年アジェンダ」
へ私たちが責任を持って参加したことは、2019年に対
話式のインフォグラフィックを発表したことでも示され
ています。このインフォグラフィックは、私たちの「き
れいな海戦略」が、「SDGs - 持続可能な開発目標14：海
の豊かさをまもろう」だけではなく、それ以外のSDGsの

目標分野を実施するのをサポートする方法を、イラスト
を使ってビジュアル化したものです。

2019はまた、世界的なDive Against Debrisデータが
次のレベルに進みました。「オーストラリア連邦科学産
業研究機構（CSIRO：Commonwealth Scientific and 
Industrial Research Organisation）」と「オーシャン・コ
ンサーバンシー：Ocean Conservancy 」とパートナーシッ
プを締結し、私たちが陸上で見つけたごみと海底で見つ
けたごみに何らかの関係があるかどうか、また、どのよ
うな社会-経済的要因が陸上や海底でごみが最後にどこ
に行きつくかに影響するかどうかを研究する重要な分析
が行なわれることになりました。2020年には、この研究
が査読されて、科学文献に掲載されることを楽しみにし
ていてください。

「Project AWARE」チームは、そうした海洋冒険者たち
の活動的で支援を惜しまないコミュニティの一員である
ことに誇りを感じます。わたしたちの「きれいな海」活
動は、永続性のある変化をもたらすのに必要な証拠を共
同で積み上げる方法を実行してみせています。地域のコ
ミュニティ活動を、地域や国レベル、国際レベルでの政
策と結びつけ、まず海洋にごみが入るのを防ぐようにし
ています。
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成長する
市民科学運動

Every Dive a Survey Dive（毎回のダイビングを調査ダイビングに）
どのダイビングでもカウントする

Hayley-Jo Carrの好意による

Dive Against Debris®を通じて、海洋ごみを除去し報告するのを加速しようと心底決
意して、Project AWAREは、世界のダイビング・コミュニティに「Every Dive a Survey 
Dive（毎回のダイビングを調査ダイビングに）」を行なうよう強く勧めています。これ
には「ごみはなかった」という報告も含まれています。この目的で協力するとともに、
Project AWAREの「きれいな海作戦」では、人の健康や福祉の害になるごみが海洋環境
から減るように手助けしています- 海洋にすでにあるごみを取り除くことと、なにより
も海洋にさらにごみが入るのを防ぐような解決策を見つける努力をすることの手助け
です。

2019年に、Dive Against Debris への参加を増やすために海洋ごみに対して私たちは
より強力な立ち位置を採用しました。Dive Against Debrisデータという、海洋ごみの
危機に対する長期にわたる解決策を見いだすのに不可欠なものを集めるのに必要なス
キルを持っているのはダイバーしかいません。すべてのダイバーが自分のスクーバス
キルを利用して、#EveryDiveaSurveyDive（どのダイビングも調査ダイビング）をする
必要があります。

データが重要！私たちの活動は
全体で大きな結果になり、
きれいで健康な海に戻るのに
一歩近づくことになるのです。



20

ADOPT A 
DIVE SITE™ 

- Peta Day, Project AWARE コミュニティコーディネーター

「Adopt a Dive Site（ダイブサイトを選ぶ）」イニシアティブ
は人気があり、引き続き成長して2019年には140以上のサイ
トが採用（adopt）されました。スクーバ・ダイビング・コミュ
ニティにしかない水中スキルを利用して、Adopt a Dive Site
によって世界のスクーバ・ダイビングのリーダーたちに要請
されたのは ‒ 進行中の、地域の保護と私たちの遊び場をモニ
ターするのに関わるために、少なくとも1ヶ月に1回、自分の
選んだサイトでDive Against Debris 調査を、責任を持って実
施することです。

合計で、世界の551箇所のサイトが、責任を持ったサポー
ターとボランティアによって採用されました（adopted）。こ
のプログラムは、将来の私たちの市民科学の足跡に必要な基
礎になります。これは、引き続き成長し、拡大して、さらに多
くの水中と陸上での行動を含むものになるでしょう。

“水中で違いを創り出すのは実に単純です。
ダイバーたちは熱心な海の愛好者で、

定期的に同じサイトに
潜っていることがよくあります。

Adopt a Dive Siteなら彼らは地元の
ダイブサイトは自分のものだと感じて、
きれいで健康な海にする解決策の一端を

担える方法が得られます”
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ごみは
なかった

2019年に、ごみがなかったダイブサイトの数は、73%増え
て、Dive Against Debris 調査の261件でごみがないと報告さ
れました- 2011年に、このプログラムが開始されてからごみ
はないと報告されたものは、900以上にのぼります。

2019年7月に、Project AWAREの世界コミュニティは、
「Plastic Free July（プラなし7月）」（オーストラリアに本拠を
置く非営利団体）のお祝いを水中で行ないました。世界中の
何百万もの人々が1か月プラなし生活をする挑戦か、少なくと
も使い捨てのプラスチックを毎日減らすことに挑戦しました。
仲間の多くは、陸上で行動することに重点を置きましたが、
熱心なグループは（正確には431のグループですが）、水中で
それに挑戦することに加わりました。彼らは、私たちと一緒
に、Project AWAREのAdopt a Dive Site™イニシアティブを通
じて、「Plastic Free July （プラなし7月）」だけでなく、年間を
通じて地元のダイブサイトのごみをなくす活動が続いている
のを祝いました。

どこにごみ類がないかを把握しておくことは、どこにごみ
類があるか、それも海洋ごみのホットスポットの場所を正確
に把握しておくのと同様に重要です。時間的にいっても空間
的にいっても、Dive Against Debrisほど、この規模で海底ご
みの情報を把握しているデータはありません。

ダイビングしてごみがないというのは、提出していただき
たい重要なデータです。というのは、新しい問題が生じたこ
とを知ることができからです。データを提出するとき、単に
「調査したサイトにごみはありませんでした（Our Survey Site 
Was Free of Debris）」という項目を選んでください。ごみな
しサイトはDive Against Debrisマップでも見ることができ
ます。



2019 DIVE 
AGAINST DEBRIS®  Data Report

3,215
Dive Against Debrisで
質が高いことを
確認した調査

1,426
水中で

ダイブサイトを
調査した時間

1,882
絡まっている
動物を発見 

ごみなし調査

85
参加国数 

66,432 kgs
回収したごみの総重量：

146,458 lbs

294,803
ごみ品目
回収した品目

63%
報告された全ごみ品目に
プラスチックが占める割合

20,795

1,066
Dive Against Debris

スペシャルティ・インストラクターと
トレーナー数 

2,382
Dive Against Debris

スペシャルティ・コースの
参加者数

TOP 3 
報告した国の 

USA
522調査
世界の全調査の16.24%

インドネシア
272調査
世界の全調査の8.46%

タイ
2215調査
世界の全調査の6.69%
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データレポート

Dive Against Debris のデータの質が確実なものになるようサポートするために、Project AWAREチームに提出された調査のひ
とつひとつは、専門スタッフが確かな質があるかどうか細かく確認しています。以下のインフォグラフィックは、調査全体の概
要と、それに加えて、我々の政策の優先順位が確実に健全で科学的なデータに基づいていることがわかる、舞台裏でのすべてを
示すものです。

参加人数



23

ごみ品目の
内訳

プラスチックの素材
185,118品目  63%

ガラスおよび陶器の素材
21,978品目 7%

金属の素材
51,203品目 17%
ゴムの素材
4,168品目 1%

木材の素材
3,965品目 1%

衣類／布の素材
12,418品目 4%

紙／段ボールの素材
4,236品目 1%

混合素材
4,969品目 2%

その他
6,748品目 2%

ごみ品目のトップ10
2019年単年にDIVE AGAINST
DEBRIS®に報告された内訳

プラスチックの釣り糸
32,359品目　10.98%
プラスチックの破片
31,975品目　10.85%

プラスチックの飲料ビン：２リットル未満
18,495品目　6.27%

金属漁具：おもり、ルアー、釣り針
17,666品目　5.99%

プラスチックの食料包装用品
16,169品目　5.48%

レジ袋：食料雑貨/小売り
14,987品目　5.08%

金属飲料缶（アルミニウム）
4,236品目　1%

ガラスの飲料ビン
12,654品目　4.29%

プラスチックのカップ、皿、ナイフ、フォーク、スプーン
10,265品目　3.48%

ラスおよび陶器の破片
7,182品目　2.44%

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10



2011年から2019年に海洋で見つけた
ごみ品目のトップ10 

1 プラスチックの釣り糸
225,987品目
14.11% of all items

2 Plastic Fragments
154,570品目
9.65% of all items

3 Plastic Beverage Bottles
93,538品目
5.84% of all items

4 Glass Beverage Bottles
90,049品目
5.62% of all items

5 Plastic Food Wrappers
84,914品目
5.30% of all items
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7

8

9

10

金属の飲料容器
（アルミニウム）

84,537品目
全品目の5.28% 

レジ袋：食料雑貨/
小売り用

72,303品目
全品目の4.51% 

金属の漁具：おもり、
ルアー、釣り針 

64,862品目
全品目の4.05%

プラスチックのカップ、皿、
ナイフ、フォーク、スプーン 

53,665品目
全品目の3.35% 

ガラスおよび陶器の破片
40,582品目
全品目の2.53%
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ごみと闘う
パートナーシップ

26

海洋ごみの問題を解決は、パートナーシップ（大きなものと同時に小さなもの）、
それに、変革を求める支援の高まりなくしては不可能です。私たちは海洋ごみに
関してユニークな水中の観点を持っていますが、その海洋ごみはスクーバ・ダイ
バーたちが報告するDive Against Debris® データを通して目に見える形になって
いるのです。実際に変化が生じる影響を与えるために、Project AWAREはこうし
たイニシアティブや提携を通じて、ごみに反対するパートナーを組んでいます：

各種の注目されている国際フォーラムにおいて、Project AWARE は、冒険者た
ちの世界的コミュニティを代表し、カギとなる利害関係者に「きれいな海」戦略を
伝えて、先頭に立って海洋ごみに取り組み、また、発生源で海洋ごみを防ぐため
の解決策を目指してしっかりとした活動を展開しています。
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GLOBAL GHOST GEAR
INITIATIVE （GGGI）
（世界ゴーストネット（幽霊漁具）イニシアティブ） 
年次総会とダイブ・ワークショップ

2019年11月に、GGGIはパナマのパナマシティで第6回の年
次総会を開催しました。世界中からの参加者がゴーストネット
（捨てられたり紛失した漁具、その他の廃棄された漁具：
ALFDGともいわれる）に対する闘いで、これまでに行なったこ
とを検証し、今後、達成したことの上に全体として何ができるか
を話し合いました。

Project AWAREも含めて100以上のメンバー団体が参加す
る、GGGIは世界唯一の、世界規模で幽霊漁具の問題に取り組
むことを目的とした同盟で、漁業関係者の代表や産業、小売企
業、学会、非政府組織（NGO）の代表も参加しているものです。

Project AWAREの政策主任である、Hannah Pragnell-Raasch
が招かれて、Project AWAREが地方コミュニティ活動をつなげ

て政策変更になるよう試みていることをプレゼンテーションし
ました。彼女はまた、「Using Evidence and Research to Build 
Ambition Amongst Corporates and Policy Makers to Support 
and Enable GGGI to Scale its Impacts：証拠と調査を使って
企業と政策立案者の間にGGGIがその影響を測るのをサ
ポートし、それを可能にする希望を打ち立てる」ことについ
ての討論のパネリストとして「Commonwealth Scientific and 
Industrial Research Organisation：オーストラリア連邦科学
産業研究機構」や 「International Pole and Line Foundation：国
際一本釣り財団」、「Olive Ridley Project：ヒメウミガメプロジェ
クト」の代表たちと交流するように招待されました。
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GGGIの年次総会の後で、Hannahはさらに6日間のワーク
ショップ、今年、GGGIと国際連合食糧農業機関（FAO）それに
パナマ政府が主催する一連のワークショップの4番目のものに
参加し、発言しました。このワークショップは、「GGGI’s Best 
Practice Framework for the Management of Fishing Gear：
漁具管理のための最善の業務の枠組み」とFAOの「中米、南米、
広域カリブ海を横断する漁具マーキングの自発的ガイドライン」
を実施することを目指していました。さらに、このワークショッ
プでは、地域を通じた幽霊漁具回収プログラムを開発する具体
的指導と、また、スクーバ・ダイバーが水中から安全に幽霊漁
具を除去し回収する具体的なトレーニングも扱いました。

　2019年3月に、Project AWAREのみんなにとって元気を与え
てくれる人であり、GGGIの設立を陰から支えた大事な企画者か
つエンジンでもあったJoanna Tooleが、悲しいことにエチオピ
ア航空の墜落の犠牲になりました。彼女は、ゴーストネットと、
それが環境に与える影響について話すために、さらに国際コ
ミュニティと連絡を取りに行く途中でした。Joannaが行なって

いたゴーストネットに対処するための主要な役割を認め、彼女の
仕事への遺産と献身を偲んで、「Joanna （Jo） Tooleインターン
シップ」が2019年の10月に開始され、海洋自然保護における女
性をサポートすることになりました。

　Project AWAREは、世界のコミュニティの女性たちがこの素
晴らしくてわくわくするチャンスに自分たちの興味あるところを
是非登録いただきたいと思っています。彼女を突然に、悲しく
も奪われてしまったことは、今後何年にもわたって海洋自然保
護コミュニティに偲ばれると思いますが、この彼女を記念したイ
ンターンシップはJoanneが始めた大事な仕事を女性が引き継ぐ
機会を与えてくれるでしょう。
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私たちの海：
学び、
共有し、
行動する

　海洋環境に差し迫る諸問題を、参加者やスピーカー、パネリ
スト、専門家が取り組んでいることや経験したことも含めて、
私たちの知識と理解を広めること；

Project AWAREの基幹である市民科学プログラム、Dive 
Against Debris®による#OneMillionLess（百万少なく）（ダイブ
ボランティアの一隊のおかげで達成された記念碑）を祝ってバ
リで行なわれた「私たちの海 2018」で私たちの献身的努力の発
展を共有すること：

#NextMillion2020というキーワードを目指して行動し、2020
年末までに世界的な Dive Against Debris データにもう百万の
ごみ品目を加え、地方のコミュティを動員して、引き続き世界
の海洋ごみ危機の規模についての証拠を積み上げること。

　過去の海洋への責任ある関わりについての重要な進展につ
いて討議すること；

　海洋保護のための、さらに協力・統合された行動を継続す
るために新しい献身を生み出すこと。

「学び、共有し、行動する」というのは、きれいで、健康で、
豊かな海を目指す2019年「私たちの海」協議会のビジョン
でした。2019年10月に、Project AWAREは、ノルウェー
のオスロで、500名の世界のリーダーたちや起業家、科学
者、若いリーダー、市民団体を結びつけました。これは以
下のためです：

　「私たちの海会議（Our Ocean Conferences）」から生じる
主要なものは、きれいで健康で豊かな海のための大切で
意味のある方法を実施するための自発的で責任ある関わり
です。「私たちの海会議2019」には、諸国のトップ、大臣、
さまざまな経歴を持つ名士が集まり、次のことを行ないま
した：

Project AWAREは海洋環境のごみ活動とリクリエーション
でのユーザーの世界コミュニティの声を代表として出席しま
した。「Our Ocean 2019：私たちの海2019」は、きれいで健康
な海へと戻ろうという私たちのビジョンを共有するパート
ナーから学び、一緒に活動するチャンスを与えてくれました。
私たちは、「Global Ghost Gear Initiative：世界ゴーストネット・
イニシアティブ」に参加して、引き続き「SDGs：国連の持続可
能な開発目標」を支持して作成された私たち共通の、責任を
持った自発的参加という目標を達成するように引き続き前進
して行きます。

　「わたしたちの海2019」では、政府や企業、市民団体、研究
機関のリーダーたちが一堂に会して、経験を分かち合い、解
決策を見つけ、きれいで健康で豊かな海のために責任を持っ
て行動しよう話し合いました。私たちは、この会議の中心的
分野に対するダイバー目線の見解を共有しましたし、また、
ともにきれいで健康な海のために行動している私たちの世界
コミュニティを代表して出席したことを誇らしく思います。
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エコノミスト
世界海洋
サミット2019
　「第6回世界海洋サミット」は地域を超えた広い協力を構築し、
世界を新しいアイデアと見方につなげるよう務めました。

2019年3月に開催された、この世界的に有名なイベントは、
初めて中東で開催されました‒ 中東は海洋を話し合う際に見
落とされることがよくある地域です。エコノミストたちが、
主要な政治家や政策立案者、世界企業のトップ、科学者、世界
中からのNGOや多国間組織を集めて、非常に多様で代表的な
参加を得て、海洋の未来について検討するこれまでにないよ
うなフォーラムを開催しました。

　このイベントを通じて、Project AWARE® は、数多くの組織
をつなげて、解決策に的を絞ったイニシアティブとニュース
を検討しました。私たちは、胸を張って世界のダイブコミュ
ニティとダイブリーダーたち、特に、自らのビジネスの中心

に海洋保護をおいている人たちを代表して発言しました。私
たちは「国連への自発的な」関与を強調し、きれいな海への活
動を2019年に加速することに責任を持って関わることを発
表しました。

　サミットの後で、Project AWAREの国際コミュニケーショ
ン・アシスタント・ディレクターであるDomino Albertは、
ゲストスピーカーとしてドバイのPADI®コミュニティのイベ
ントに参加しました。活動は、Dive Against Debris 調査、砂
アート、その他多くの海洋を知る意識を高めるワークショッ
プとトークを実施することなどでした。



33

インパクトストーリー：
ごみと闘う
コミュニティの行動

記録破りの海洋クリーンナップ

- Jack Fishman, Project AWAREコミュニティ自然保護オフィサー

 Dixie Diversの好意による

@ocean_allison
　海洋汚染と大量の海洋プラスチックはますます話題になっ
ていますが、残念なことに、これはまた、あまりにも無視され
続けている問題でもあります。“眼に入らないから忘れちゃ
う”という態度を変えようと、PADI®ダイブセンターのDixie 
Diversは、絶対に変えてやると誓って、今すぐ私たちの海に
プラスチックが大量に流れ込む事態を変える必要があること
をみんなにはっきりわからせる方法は、「ギネス世界記録」だ
と考えました。　

　プロジェクトAWAR®とPADI®のサポートを得て、Dixie 
Divers とフロリダの「ディアフィールドビーチ婦人クラブ」が
6月15日に組織した2019年版の年次「ディアフィールドビー
チを救え、イベント」は、自然保護がかつてないほどに多くの
人々を結びつけていることを示すことを目指しました。この
イベントに何百人ものダイバーが登録し、スクーバ・ダイビ
ングのスキルを活用しようと集まりました。

　「ギネス世界記録」判定者のMichael Empricが公式のスクー
バ・ダイバー人数調査を実施し、このイベントに633名の
Dive Against Debrisボランティアが参加したと宣言しまし
た。この日は、ビーチに集まった本当に大勢の人たちとダイ
ビング愛好者たちが、最大の海洋クリーンナップの「ギネス
世界記録」が破られたという発表をお互いに喜び合うことで
幕を降ろしました。

“ひとつ、ひとつ、またひとつ... 世界記録が破られた。633名のダイバーたち。
3200ポンドの漁具。9,000品目以上の海洋ごみがプロジェクトAWARに報告
されました。Dixie Divers が主催した「世界記録クリーンナップイベント」
の今日の協力はこれ以上ないほど大成功だったといえます。”
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インパクトストーリー：
ごみと闘う
コミュニティの行動

ゴーストネット（幽霊網）バスターズ

　マラパスクア島は、フィリピンにある小島でセブ島の北に
位置しますが、そこのMonad Shoalは、オナガザメが棲息し
ていることで有名です。多くのダイバーにとって、そこは死
ぬまでに行ってみたところのひとつです。2019年6月に、マ
ラパスクアのスクーバ・ダイバーたちが、ハンマーヘッドを
探しに少しさらに南のKimud Shoalに行きましたが、ハン
マーヘッドの代わりに大量の幽霊網を見つけました。それは、
サンゴのピナクルの周囲を半分以上覆っていました。

　次の日、彼らはマラパスクア島全部のダイビングショップ
に対して網を取り除く行動へ参加するようアピールを出しま
した。12のダイブショップから40名以上のダイバーがこの
呼びかけに応えました。彼らは協力して、長さ150メートル
以上で重さは100キロの幽霊網を回収しました。

“私たちは網の大きさにショックを受けました。すごい大きさだったというだけでは、そ
のすごさはわからないと思います。網はピナクルを覆っていて、一番上の12メートルのと
ころから、だいたい35メートルのところまで達していました。”と、この回収作業に参加
したスクーバ・ダイバーの一人であるDennisは言っています。“一人のダイバーとしてな
ら、圧倒され、落ち込んでしまうかもしれません。しかし、みんなが一緒になれば、それ
が地域的なものであっても国際的なものであっても、すばらしいことができるのです。”



35

水路をきれいに

-  Michela Colella, Divers Downの営業マネージャー。

　世界の作業水路と同様、「ドバイクリーク」は貿易に欠かせ
ません。しかし、その水の下、ほとんどの人には見えないそ
の砂地の上には、現代の生活や軽工業の残骸（何トンもの廃
棄物）が代償として残されています。この銀行の水資源保護
プロジェクトを継続する試みで、Emirates NBD Private 
Bankingとその法人の責任チームは、行動することに決めま
した。

　「水路をきれいに」プログラムの下で、Divers Down UAEと
共同して、2019年に銀行の従業員たちはスクーバ・ダイバー
になるトレーニングを受けるか、あるいは、ダイビング・ス

キルを向上させて、この地域で定期的にDive Against Debris
調査と海洋自然保護活動を実施しました。ダイバーとダイビ
ング・プロフェッショナルのグループは国中で働き、数え切
れないレジ袋やペットボトル、缶、産業廃棄物、家庭ごみを回
収しました。そうでなかったら、海はもっと汚染されていた
でしょう。銀行が頑張ったおかげで、このイニシアティブが
始まってからUAEの水路で5,400キロを超えるごみが回収さ
れました。

“Emirates NBDとの共同作業は、私たちみんな
の刺激になりました。個々のダイバーから大きな
企業までのすべての人や組織が、次の世代のため
に、UAEの水路をきれいしておく大事な役割を果
たすことがこんなふうに出来るのだということをこ
れは示しています。”

2011年に、Dive Against Debrisが開始されて以来、Project 
AWAREの熱心なボランティアネットワークは、水中のごみの
回収と陸上の重要なデータの報告を通じて、本物のインパク
トを投げかけてきました。きれいで健康な海に戻るための、
この絶対に欠かせない奮闘に参加した人とボランティアの皆
様ひとりひとりに感謝いたします。
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A HEALTHY
OCEAN
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気候変動に
関する活動

この欄に
ご注目
ください！
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　海洋は私たちの惑星にとっての生命維持の大系です。海洋
によって世界中に養分が送られ、気候様式が調整される助け
になり、私たちが呼吸している酸素の半分が生産されていま
す。大気中の余計な熱の90%とCO2の30％を吸収することで、
これまでのところ気候危機の最悪の影響から私たちを守って
くれています。

2019に、待望の「海洋・雪氷圏特別報告書：Special Report 
on the Ocean and the Cryosphere」が公表されました。これは、
「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」によるものです。9月
に公表された、この報告は、私たちの海が直面している危機の
深刻さを強調していますが、（2015年の「パリ協定」において
各国政府が設定した目標に則して）地球温暖化をできるだけ
低いレベルに抑えることが有益だという新しい証拠も示して
います。

　この報告では、温室効果ガスの大幅な削減、生態系の保護と
回復、それに、天然資源の利用を注意深く管理することで、今
後の変化に順応するのをサポートし、生活のリスクを減らし、
さらに多くの社会的恩恵を与えるチャンスを生み出すものと
しての海洋と雪氷圏を保護することができるとしています。
この報告ではまた、気候変動のリスクを管理し、回復力を高め
る適切な選択肢を開発するために、科学的な知識と地域や昔
からの知識を組み合わせることが明らかに有益であることも
強調されています。

　「国際連合気候変動枠組条約第25回締約国会議（CoP25ま
たはブルー CoP）」は、 2019年12月に終了しましたが、そこ
では気候の緊急事態に対処するのに必要な大胆な取り組み
も行動も行なわれませんでした。海洋に関する文言が入っ
たことは、前に進むための重要なステップですが、十分では
ありませんでした。気候変調によって海洋に大きな影響が
出ており、海洋の健康と機能に対する深刻な影響を避けるた
めには、CO2の思い切った削減と意味のある行動がすぐにも
必要であり、不可欠です。

IPCC報告の公表と「ブルーCoP」の残念な結果のおかげで、
Project AWAREの「健康な海」戦略は変更せざるをえなくな
り ま し た。今 後 数 年 で、Project AWARE は Dive Against 
Debrisの成功の上に、科学者たちが私たちの海や海洋をより
よく理解するのに大いに必要なデータを提供する市民科学
活動を発展させて行くことになるでしょう。パートナーシッ
プとの協力を通じて、Project AWAREは、海水温に関する重
要な情報をリアルタイムで提供するのにスクーバ・ダイバー
が果たし得る重要な役割をさらに高めていくつもりです。

　私たちは、乱獲やあらゆる形態の汚染に終止符を打つこ
と、また、生物多様性や生態系、生息地のこれ以上の損失を
防ぐことも、気候変動を抑えるために手が届く範囲にある不
可欠な対策だと理解しています。
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インパクトストーリー：
健康な海へのコミュニティ行動

サンゴの移植

- Kris Carrigan, 海洋生物学者、
コモマーリフシ

シンガポールのサンゴ礁

- Toh Tai Chong, OSR共同設立者。

2019年7月、Project AWAREのコミュニティ・エンゲージメントマネージャーの
Louise Kraechterが、モルジブの「コモマーリフシ：COMO Maalifushi」での
「Women in Diving and Conservation：ダイビング女性と自然保護」の祭典に参
加しました。モルジブにある他の多くのリゾートと同じように、コモマーリフシで
は、最近周囲の珊瑚礁の再生に投資し始め、地域のユニークな熱帯海洋生物育
て保護するのを助けています。コモマーリフシ在住の生物学者、Kris Carriganは、
海洋生物研究チームがマーリフシのハウスリーフを助けるために行なっている方法
を実際にLouiseに示してくれました。

“Project AWARE の Louise が、
コモマーリフシのハウスリーフに
サンゴを移植する最初の作業を
一緒に行ってくれるなんて、本当
に素晴らしかったです。”

6月8日の「世界海洋デー（World Oceans Day）」を記念して、「シンガポール海
事港湾庁（MPA：Marine and Port Authority of Singapore）」と「わがシンガポー
ルリーフ（OSR：Our Singapore Reef）」はシンガポールの海洋多様性を促進する
3年間の協力関係に乗り出しました。このパートナーシップの一部として、水中ク
リーンナップ活動と公共支援イベントがこれから毎年組織されることになります。

このパートナーシップを開始するのに、「サンゴレスキュー」作戦とDive 
Against Debris調査が、20名のボランティアダイバーの参加を得て、ラザルス島
の周辺海域で組織されました。約140品目でだいたい75キロの海洋ごみが回収
され、分類されてから適切に廃棄されました。 

“「世界海洋デー（World Oceans 
Day）」は、自然がいかに壊れやす
く、また、それを保護するために
私たちがさらにどれだけのことが
できるかを想い出させてくれる日で
す。海洋ごみと闘うのは簡単なこ
とではありませんが、情熱を持っ
たボランティアたちと善意のパート
ナーの不滅の支援のおかげで、海
を誰もが楽しめるよりきれいな場
所にすることができます。”
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傷つきやすい
海洋生物種を
保護する

嫌われものを愛する

　海洋生物種のことを問題にする場合、Project AWAREは、
すべての海洋生物が愛され配慮されるだけの価値があると
固く信じています。Project AWAREと私たちのパートナー
とサポーターは、絶滅の恐れのあるサメとエイの種に対す
る愛を長年にわたって示してきました。漁場管理者がたと
えそのように考えていなくても、そうしてきたのです。私
たちは、各国政府に対して、大西洋と地中海でサメの漁獲
制限を導入するように働きかけ、絶滅の恐れのあるサメと
エイを「移動性野生動物種の保全に関する条約（CMS）」の
国際合意に組み込む手助けをし、また、「絶滅の恐れのある

野生動植物の種の国際取引に関する条約（CITES）」を通し
てサメとエイの持続可能な取引を支持してきました。

2019 年は、またいくつかの大きな勝利を得た重要な年
でしたが、これには CITES CoP18での、サメとエイ18
種に対して確保された国際取引規制も含まれます。サ
メの仕事もそうですが、私たちは、おそらくカリスマ性が
少ない海の住民にも光を当て、地味なナマコを2019年の
ポスターの主役にしました。この驚くべき生物にはいくら
か愛情が必要で、私たちがサポートを求めたとき、世界の
コミュニティはそれに応えてくれました。

2019年に、傷つきやすいサメとエイの取引規制を確保
する責任の先頭に立っただけでなく、私たちは「ワシント
ン条約第18回締約国会議（CoP18）」でナマコ綱の3種をリ
ストに入れることを支持しました。熱帯あるいは温帯の海
に入ったことがある人なら誰でも、棘皮動物門ナマコ綱の
動物、一般的はナマコの類いをみたことがあるでしょう。

　海洋環境で極めて重要な役割を担っているにも関わら
ず、ナマコは見過ごされることがよくあり、もし愛される
といっても、数が減るような愛され方です。中には世界各
地で珍重されている種もあります。それらは、地球上で最
も価値ある海産物のひとつです。ですから、ヨーロッパ連
合、ケニヤ、セネガル、セイシェル諸島、それにアメリカ合

衆国が、3種類のナマコ、インド・太平洋で広く漁獲・密
漁されている種類のナマコをCITESの付属文書 IIに登載す
ることを考慮する提案を行なうことを決定したとき、私た
ちは、8月17日から28日までスイスのジュネーブで開か
れていた、CITES CoP18でナマコ綱に味方する投票を勝ち
取るためには、ナマコたちに世界のコミュニティからの愛
情と支援が必要だと知りました。

　私たちはダイビング・コミュニティを動員し、海を愛す
る人たちに呼びかけ、2019年のバレンタインデーにCITES 
CoP18のナマコ綱提案を支持して開始した#LoveTheUn-
loved フォトコンテストにナマコの写真を送るように依頼
しました。

“質の高い、しかも、はっきりわかる支援をあふれるほどいただきました”と、
Project AWAREの政策・キャンペーン・アソシエートディレクターの Ian Campbellは
言ってから、こう続けます。“このため、合衆国とEU政府は、海洋ツーリズムの魅力
として、また、リーフを健康に保つ重要な役割を果たしているというナマコの価値に
すぐに言及することになりました。ナマコを消費しているいくつかの国々からかなり
の反対がありましたが、なんとか圧倒的な勝利を収めることができ、100カ国以上が
賛成しましたが、これには一般大衆の支持が果たした役割が極めて重要でした 。”
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Project AWAREの #LoveTheUnlovedフォトコンテストは注目され、サメほど

カリスマ性のないけれども、サンゴ礁のような海洋生態系に極めて重要な種に対

する一般的なサポートが高まっているのを明らかにする確たる手段を与えてくれ

ました。

　ナマコは地球上で最も価値ある海産物の一種です。ナマコがなければ、サンゴ

礁や海草床、ラグーンエリアに対する脅威は高まり、気候変動に対する自然な武

器を失い、サメのようなもっと魅力的な隣人に対するドミノ効果が生じることに

なるでしょう。



サメとエイの
保護2019 Highlights
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2019のハイライト

脅威に
行動で

対処する

2019年はサメの保護にとって重要な年でした。乱獲と生息地
の損失の２つが海洋生物に切実な最も大きい脅威です。Project 
AWAREはこの問題の最も肝心なところでサメとエイの保護を常
に掲げてきましたが、それはこの種が特に乱獲と死活問題となる
生息地の喪失の両方に対して弱いからです。実際、サメとエイの
4種の中の1種は、主として乱獲と生息地がなくなることで絶滅
の危機がますます高まっています。サメとエイの未来は- そして、
私たちの惑星の健康は ‒ 漁業と取引をチェックすることと、子育
てや交尾、食餌場所などといったどうしても欠かせない生息地を
保護することにかかっています。

この脅威に行動で対処するために、Project AWAREは「Shark 
League：サメ同盟」保護パートナー（www.sharkleague.org）と
私たちの基幹たる「健康な海」プログラムの下で共同して、意味
のあるサメとエイ保存手段と保護を確保するために、鍵となる
チャンスに力を注いで活動しました。
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アオザメ類の
CITESでの成果

3月に、IUCN（国際自然保護連合）はアオザメ類の2種
の両方を、緊急の保護する必要性に焦点を当てて、
「IUCNレッドリスト」で「危急」から「絶滅危機」に変更し
ました。Project AWAREは、2019年の多くを8月の「締
約国会議（CoP）」で「絶滅の恐れのある野生動植物の種
の国際取引に関する条約（CITES）」に登録されることで
アオザメ類の国際取引の規制を確保することに焦点を当
てていました。

5月に、CITESを構成する183カ国による会議がスイス
のジュネーブで開催されました。アオザメとバケアオザ
メ、これは世界最速のサメですが、この両方が27の国々
とヨーロッパ連合によって登録の提案がなされました。
Project AWAREと「サメ同盟」の私たちのパートナーは、
もう何年もアオザメ類の漁獲圧力を小さくするように主
張しています。これは、#Divers4Makos （アオザメの味
方のダイバー）請願にサインした26,000名の人たちに支
援されたものです。

影響力を持つ国々からの激しい反対にもかかわらず、
メキシコ政府が主導したアオザメをCITES付属文書 IIに
登載するという提案はCITES条約加盟国102カ国の賛成
を得ました。この投票はCITES CoP18の閉会式での総会
で批准され、両方の種は新たに世界的な取引規制を受け
ることになりました。

Project AWAREのサポーターの多くは、こうした保護
を確保するのに大きな役割を演じました。CITES会議の
際に、ソーシャルメディアからの直接的プレッシャーを
受け、カナダの大臣は、カナダはアオザメの提案を支持
すると公式に発言し、これは、どちらとも決めかねるも
のでしたが、最終的にこのハイレベルな決定がなされま
した。

CITES付属文書 IIに含まれるよう確保したことは正し
い方向への第一歩で、私たちは漁獲している各国に漁獲
量を制限させるためのさらなる根拠を得たことになり
ます。

乱獲はサメとエイにとって大きな脅威ですので、ア
オザメに対する規制のない漁獲を終わらせる任務はこ
れからも終わることなく続きます。2019年に、私たち
は「サメ同盟」パートナー、すなわち、「国際サメ擁護者：
Sharks Advocates International」「シャークトラストUK」
「エコロジーアクションセンター」との、また、科学者たち
や政府の職員、それに非常に重要な私たちのサポーター
との協力を活発に続け、商業漁業でアオザメを捕獲する
のを大きく減らすことができました。

11月に、「ヨーロッパ連合」と「合衆国」は長期にわた
る科学的事実に基づくサメ保護の啓発活動にも関わらず
「大西洋マグロ類保存国際委員会（ICCAT）」の年次会合で
アオザメ類の緊急保護に必要な採択の大きな障害になり
ました。セネガルとカナダが主導して10カ国が、ICCAT
の科学者がアドバイスするように、北大西洋アオザメの
深刻な乱獲の禁止を続けるという提案をし、その合意を
取り付けました。

それでもEUとUSは何百トンもの「絶滅危惧」種が水
揚げされるという例外措置を放棄することはしませんで
した。ICCATの科学者たちは、漁獲を停止したとしても、
この数を回復するには40年から50年かかると試算して
います。合意がなければ、持続できないレベルの現状の
漁獲が続くことになります。

- IIan Campbell、Project AWARE
アソシエートディレクター・政策とキャンペーン

“数週間の会合や討論、希望や絶望と
いった感情、そして、その前に何ヶ月も
何年も政治的な関与を続けて、両種の
アオザメは#CITESCoP18で重要な取引
制限を確保しました。なんと素晴らしい
チームの努力でしょうか。”
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“私たちは、CITESへの登載に
声を出してサポートしてくださった
多くのダイバーに深く感謝の意
を表します。”

- Ian Campbel、Project AWAREアソシエートディレクター・政策とキャンペーン。
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アオザメ類のための
コミュニティ活動 

パルマ・デ・マヨルカに
スポットライトを当てる

と、Project AWAREアソシエートディレクター・
政策およびキャンペーンのIan Campbellは力説し
ました

キュラソーに
スポットライトを当てる

　アオザメの生息数が減少していることに対して社会的懸念が高まって
いることを協力してアピールする一環として、地域の自然保護団体、
Save the Med（地中海を救え）、それに、Project AWAREは、スペインの
パルマ・デ・マヨルカで11月18-25日に開催される「大西洋まぐろ類保
存世界委員会（ICCAT）」会議で最重要な決定がなされるのを前に、世界中
から26,000以上の心配している海の愛好家たちの声を漁業監督官たちに
届けました。

“ICCATで決定を下す漁業大臣たちは
みんな公僕であり、26,000名以上の
#Divers4Makosサポーターも含めて、
国際ダイビング・コミュニティは「今こ
そアオザメを守るぞ！」というメッセー
ジが彼らに耳の明瞭に確実に届くよう
にする必要があります。”

CITES CoP18で、何千人ものProject AWAREのサポーター
たちがソーシャルメディアを使って、直接大臣たちにアオ
ザメに対する懸念を表明し、公的立場を大きく動かして、
アオザメをリストに登載させることを勝ち取りました。数
週間後に、Project AWAREのスタッフは、2019年キュラソー
島国際ダイブフェスティバルのパートナーに参加するため
ダッチ・カリビアンに向かいました。キュラソー島は、ベ
ネズエラの岸から少し沖にある海洋ツーリズムの拠点で、
2014年からICCAT参加国です。このフェスティバルは、海
洋保護をビジネスモデルや観光企画に組み込み、推進しよ
うというキュラソー島の諸企業や政府の取り組みに焦点を
あてたものでした。一週間にわたるイベントでは、地元の
自然保護をテーマにした諸事業が紹介され、サンゴの移植
やリサイクルされた海洋プラツチックアート、マングロー
ブ保護、ビーチクリーン、それに、Dives Against Debris®な

どのさまざまなプロジェクトが展示されました。私たちは
国内のパートナーと協力する機会を楽しみ、いくつかのイ
ベントで講演をしました。私たちは、大西洋のアオザメの
現状についての公共的メッセージとメディアメッセージに
焦点を当て、キュラソー政府に対しては、引き続きICCAT
のヒレの切り取り禁止を強化する努力を行い、科学者が助
言するように、ICCATのアオザメ捕獲禁止規定を採択する
のに賛成するよう働きかけました。このイベントを開催す
るのを支援した多くの企業の代表たちやこのフェスティバ
ルに参加した何百人ものダイバーたちも、何か「サメ同盟」
の力になれることはないかと尋ねてきました。私たちが彼
らに頼んだのは、税を生み出す企業の立場や経済へ積極的
に寄与している者の立場で、キュラソー政府への私たちの
手紙や#Divers4Makos 請願に署名して、少しでもその声が
大きくなるようにしてほしいということでした。
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サカタザメ類の
CITESでの成果

もうふたつの板鰓（ばんさい）亜綱（すべてのサメとエイ
を包括する綱）の魚もCITESに登載されました。サカタザ
メとトンガリサカタザメは、両方ともサメとエイの中間に
位置する不思議な生物ですが、ヒレが高価で取引されるの
と比較的捕獲しやすいために、板鰓類の中で最も絶滅のお
それがあります。

Project AWAREアソシエートディレクター・政策および
キャンペーンのIan Campbellは、Project AWAREを代表
してCITESに参加し、政府代表たちに圧力をかけ、大きな
成功を収めました。CITES CoP18に上程されたサメとエイ
のすべての提案は、国際的な取引規制を勝ち取りました。

しかし、こうした種をリストに登載した成果だけでは十分
ではないことを忘れてはなりません。CITESはリストに登
載された種の国際取引を部分的に制限しているにすぎず、
漁獲圧を小さくするよう諸国に対してなんらの義務も課し
ていないのです。

ですから、こうした種をCITES付属文書に登載すること
を支持した国々が、次に、サメとエイへの、特に絶滅危惧
種のアオザメへの漁獲圧を積極的に縮小するという責任を
確実にやりとげるようしてもらう方向に進むよう私たちも
力を尽くす必要があります。
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ヒレ採取禁止規則の強化
を押し進める

©
 Katrien Vandevelde - Blue Shark Conservation

ヨシキリザメ類の
漁獲制限 

2019年11月に、ICCATは世界で初めてのヨシキリザメ
類の革新的な捕獲制限を採択しました。地域の漁業団体は、
数種のサメを捕ることを禁止されましたが、なお、サメの
具体的な国際捕獲枠を持っており、これは現在まで世界の
サメのヒレ市場でほぼ３分の１を占めています。捕獲され
るヨシキリザメのトン数についての科学的根拠に基づく制
限は、今のところ、北大西洋と南大西洋の両方で決められ
ることになるでしょう。この歓迎すべき基準ができるのも、
長年にわたる社会的および政治的圧力の結果であり、また、
政治的なものが変化していることを示しています。

録的な数のICCAT関係者（出席47組織中の33組織）が、
問題の多い、ヒレ対胴体の数ではなくて、サメのヒレを切
り取らずに漁獲するというより強制力のある条件に替える
ことで、ヒレ採取（サメのヒレを切り取り、身体を海に捨て
ること）に対するICCATの禁止を強化することを共同提案
しました。過去に何度も繰り返されたように、日本と中国
がこの提案を阻止しました。

さらに、ICCATは、改定された文書を採択しましたが、こ
れは批准されれば、この協定を近代化し、サメの保護の権
限を強化するというものです。サメとエイの乱獲を止める
ための戦いは続きます。
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持続可能な
開発目標に向かって
行動する

AWARE WEEK 2019

国際連合の「持続可能な開発目標」のひとつである「豊か
な海をまもろう」記念して、AWARE WEEK2019年－9月の
14日から22日まで－では、世界中で記録的な数の海洋保
護活動が行われました。さらに多くのダイバーが水中世界
に気を配るようになることを目指して、第2回世界AWARE 
WEEKでは、ダイビング・コミュニティがフィンを履いて、
また、フィンを外して、この海の惑星のための行動を起こ
しました。

「橋を架けよう」というテーマの下で、私たちは、これま
で長くパートナーであるPADI®とチームを組んで、ダイブ・

プロフェッショナルたちと世界のダイビング・コミュニ
ティにAWARE WEEKの活動を率先して行なうか、参加する
ように呼びかけました。この活動には海洋汚染に取り組み
ことや傷つきやすいサメとエイの種への認識を高めるこ
と、脆弱な水環境を保護するためになる行動をとるよう各
地のコミュニティに権限を与えることも含まれます。

私たちは、誇りをもって世界中の「AWARE WEEK行動」
の結果共有し、すばらしいインパクトを祝いたいと思い
ます。
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AWARE ウィーク：2019を数字で見る

AWARE 
WEEK:
2019 IN 
NUMBERS
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「豊かな海をまもろう」記念して、
AWARE WEEK＊では、

記録的な数の
海洋保護活動が行われました！

世界中で

*2019年9月14日から22日

私たちは、誇りを
もって世界中の
「AWARE WEEK行動」
の結果共有し、
すばらしいインパクト
を祝いたい
と思います…
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140
以上の
海洋保護
活動

フィンを履いて

フィンを脱いで

きれいで健康な海を目指す
波の下での市民科学活動を
行なうことから。

.... 海について学び、
プラスチック汚染についての
認識を高めることまで。

DIVE AGAINST DEBRIS® およびAWARE WEEKのインパクト
[数字で見る]

38,832
ごみの数

にもうすぐ到達

#NextMillion 2020
（もう100万）

150万
ごみの数

回収し報告した数

& 10,000
調査数 

2011以降の

パートナー、世界のコミュニティの皆様、ありがとうございます。
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2019年9月のAWARE WEEK中の
インパクトと参加者

381 
調査数

38,832 
ごみ
品目

2,793 
ボランティア数

339 
絡まった
動物 

AWARE WEEKと2019年9月のDive Against Debrisの結果

報告した国のトップ3
44か国がAWARE WEEK2019に参加しました

#EveryDiveASurveyDive（毎回のダイビングが調査ダイブ）

USA
調査の12% 

連合王国（イギリス）
調査の7%

タイ
調査の7% ダイブ数を単に数えるのではなく

ダイビングを意味あるものにしましょう。
 毎週をAWARE WEEK

のように過ごしましょう！

©
 Charlie Fenw

ick - Big Bubble 
Dive featuring @

Scuba.Sarah
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OUR
SUPPORTERS

サポーターの皆様
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海洋保護は、規模の大小は問わず、
私たちの行動すべてに左右されます。
今、これまで以上に、個々の人たちが
自分の地域の行動こそが私たちの惑星に
プラスのインパクトを与えることができ、
実際にインパクトを与えていると
気がついています。

私たちが自然保護のために

一緒に集まれば、大きな変化を

創り出すことができます。

今年、私たちのコミュニティは、

私たちにとって素晴らしい

財政的パートナーでした。
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資金調達者たち

2019年に、416名の資金調達者たちが調達してくれたのは
全部で

以上です。$139,000

マラソン

すべての英雄がケープを着けるのではなく、
中にはスクーバ器材を着ける人もいます

-  スクーバMark

Project AWAREの資金調達に関しては、公式のよう
なものはありません－可能性は海のように広大です。
ケーキを焼く人がいて、スクーバの完全装備でマラソ
ンに挑む人もいます。

　バンクオブアメリカ・シカゴマラソン：2019年、13名のランナーがProject AWARE
マラソンチームに参加しました。この耐久アスリートたちは海洋保護の名のもとに合計
26.2マイル（約42,000km）を走っただけではなく、$16,300以上の資金を調達しました。

TCSニューヨークシティマラソンチーム：Project AWAREのニューヨークシティマラ
ソンチームは、小さいけれど強力です。6名のランナー全力で走って海洋保護のために
何と$7,400（約83万円）以上を調達しました！

Markは、2019年にダイビングを習いました。そうなンです！もう夢中になってしまっ
て、すぐにスクーバ・ダイビングのインストラクターになる方向に人生が変わってしま
いました。スクーバ・ダイビングを通じて、Markは海洋に襲いかかっている問題の大き
さに気づくようになりました。海洋生物と脆弱な海洋生態系の上に海洋ごみという猛攻
撃が大損害を与えていることも含めて気づくようになりました。2019年に、彼は
Project AWAREのバンクオブアメリカ・シカゴマラソンチームとダブリンマラソンに参
加し$2,800（約31万円）以上の資金を獲得して、私たちの青い惑星の健康のために明る
い未来を確保し、海洋ごみという重大な問題に対処するための支援を行ないました。

“私たちがこの惑星とその居住者に対してやっていることをどうしても見ていられない
のです。海を愛する者のひとりとして、海洋保護は、規模の大小にかかわらず私たちの
行動すべてにかかっているということを心から認識しています。” 
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スクーバMark
2019年に、416名の資金調達者たち
が調達してくれたのは全部で 

$139,000
• Abbi Jackson
• Abieta Billy
• Admiredplague
• Adriana Sevening
• Adventure Sports Newmarket 

Inc.
• Ainslie Nash
• Alex Janz
• Alex Wall
• Alexis Lawrence
• Alicia Coleman
• Alvin Ratanaphan
• Amanda Baskwill
• Amber Ryanne Still
• Anais Engel
• Andreea Ioana Tarasescu
• Andrew Dean
• Andrew Hoad
• Andrew T. La Roy
• Angelique Johnstone
• Angelus Sarathiel
• Angie Fox
• Anna and Wouter 
• Anna Herrick
• Anna-Jane Reetz
• Anne Coersmeier
• Anne Hartnett
• April Baugh
• April Dahn
• Arlene Antrim
• Arya Harsono
• AshLe Lund
• Ashley Chappel
• Ashley Lawrence
• Ashley Powell
• Ashley Schuele
• Assava Dive Resort
• atomic_m_and_c
• Austin Ingram
• Autumn Trosper
• Barrett Stapleton
• Baz Newman
• Bea Chenkin
• Beatriz Dionasio
• Ben Lang
• Bibi Laerke Kjaer

• Bill Carroll
• Bill Fenton
• Biz Kidz Fundraising - Dorothea 

Walker Elementary School
• Bjarn Grizzly Jakobsson
• Brandon Kaufman
• Brandy Morris
• Brandy Parmenter
• Brandy Travis
• Brenton Conrad
• Bri M Sutton
• Brooke M. Leifson
• Bryony Roberts
• Cailin O'Leary
• Cameron Miller
• Camille Vilain
• Carlene Gagnon
• Carleton Smee
• Carol Amber-Music
• Cassandra Karsch
• Cayce Brown
• Ceningan Divers
• Charles Dupont
• Charles Ortega
• Charli Louise Ann Polain
• Checka Soriano
• Chelsea Anne
• Chevy Brinkley
• Cheyenne Strehl
• Chris Vargas
• Christian Michalski
• Christy Domalakes
• chromellolive
• Chuanji Chen
• Cindy Sieman
• CJ Gahagan
• Collin Hymes
• CosmicKermit
• Daniel Ciccarello
• Daniel Kingsley
• Danita Garcia
• Davey Spedding
• David Daz
• Dawn Jeffrey
• Dawn Susan Marsh
• Dayalis Vasallo

• Dean Follmer
• Deanna Fahey
• Debra Louise Jones
• Dessie Larson
• Dive The Planet
• Dive World
• Domino Albert
• Donavan Maytum
• Donny Evans
• Dorothy Catapano
• Easy Street Services Company
• Edoardo D Alessandro
• Edward Nester
• Eleanor Rice
• Elena Lau
• Elizabeth Alaimo
• Ellen Kemp
• Ellie Richards
• Emilee 
• Emilie Bauza
• Emily Chandler
• Emily Nabasny
• Emma Dias
• Emma Lindau
• Emma-Rose Walters
• Erika Sanchez
• Eurodivers
• Eva MzHyde Nacheva
• Fahad Asmar
• Federico Scalzi
• Francesca Soriano
• Freyline
• Gabriela Cadena
• Gabrielle Carpenter
• Gaby Carpenter
• Gary Joyce
• Gemma Wilbraham
• Geoff J. Skigen
• Georg Eriksen
• Gizelle Gabriela
• Grace Tanner ALL 4 DIVING 

INDONESIA
• Graham McMath
• Guest Services Blue Marlin 

Beach Resort
• GullibleGambit

In 2019, 416 fundraisers 
came together to raise over 

$139,000以上です。
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• Gusde Weda
• Hannah Gelo
• Hannah Kwak
• Hannah Zollweg
• Harivololona Rahariniaina
• Harold Lanham
• Hayley Marie Fairburn
• Heba Khutaba
• Heidi Francis Hearter
• Ian Pratschler
• Ian Warwick
• IBM 2019 Employee Charitable 

Contribution Campaign
• IDEAL WRAP
• Imme Britt Jakobeit
• Ina Netlev
• India Agar
• instructor MoMo
• Irene Marchi
• Isabel Poppek
• Ismail Samooh
• Ivan Curtis Jackson
• Jack Smith
• Jackie Alvarez
• Jacob Tyson
• Jacqueline Perez
• Jacques M Chartron
• Jake Lockwood
• James Bylewski
• James McFeely
• Janette Wuttig
• Jason Karadeema
• Jay Devlin
• Jeff Burns
• Jeff Ferrell
• Jens Nassall
• Jeremy Forster
• Jeremy Regan
• Jess Wise
• Jessica Elaine
• Jessica Griffin
• Jessica Marie
• Jessica West
• Jill Smith
• Jim Brittingham
• Jim Palmer
• Joana Hawner
• Jody Smith
• Joel Jordan
• Johan Stramhielm
• John Doe
• John Kenton
• Jonathan Francetic
• Jonny Webber
• Jordon and Kate
• Josephine Weston
• Joshua Durrin
• Joy Bertagna
• jr1ch_

• Julian Nault
• Julie Brice
• Julien Zins
• Justin Beebe
• Kai Steinmetz
• Kailyn Denisa Burnett
• Kali Marie
• Kali Prescott
• Kara Dowson
• Karen Spracher Davis
• Katherine Bilcliffe
• Katherine Dean-Beesley
• Katherine Klosterman
• Kathrine Aasen
• Kathy Armstrong Lucarelli
• Katia Mujica
• Katie Shrives
• Kayla Dutton
• Keara McCardle
• Kees Edelman
• Kelly Marks
• Kelly Petit
• Kelsee Simons
• Kev Bierman
• Kevin Bieringer
• kharites_
• Kids Camp Cares
• Kim Cooper
• Kim Seinstra
• Kira Renae
• Kourtney Most
• Kristen McLaughlin
• Kristy L. Doney
• krotukk
• ktmarine
• Kwok kit Ching
• Kylie Renna
• Lacey Murray
• Laura Hudson
• Laura Kazimierska
• Lauren Biscaldi
• Lauren Wiskerson
• Leonie Poelstra
• Lewis Rimmer
• Lexi George
• Lia Benedek Kaufman
• Liz Helms
• Liz Parkinson
• Lok Yee Bianca Chow
• Loretta Notah
• Luis Antonio Galindo Castro
• Luke Marshall
• Macey Wetzel
• Madelyn White
• Maj Verhoeven
• Mandy Zietsman
• Maria Varajao
• Marianna Matteotti
• Marie Simpson

• Marine Wildlife Club at H. Frank 
Carey High School

• Marios Katsanis
• Mark Dembitz
• Mark McGovern
• Mark Parallelmotion
• Mark Spindler
• Marshall Chambers
• Marta Szczeaniak
• Martina Rossi
• Mary E Knipfer
• Mateusz Wojciech Osiecki
• Matt Hatcher
• Matthew Cilliers
• Matthew Clements
• Matthew Holton
• Matthew Walden
• Matthias Christiansen
• Megan Carreau
• Megan Kindel
• Megan Renfro
• Mehrdad Erfani
• Melanie Marmaras
• Melissa Borges
• Melly Monroe
• Meriwest Credit Union's 

Marketing Department
• Michael & Sharon Bojcik 

Sicomac Fundraiser
• Michael Shawn Gould
• Michele Caravati
• Michelle Andersen
• Michelle Carter
• Michelle Gerber
• Mike Cornwell
• Modo Yoga Squamish
• Molli Marie Dean
• Monique Richards
• Morgan Senkal
• Morgan Stanley GIFT
• Moskito Valiente
• Mountain Shadows Montessori 

School
• mr_festis
• Nadun Gamini
• Natalie Fong
• Nate Tarr
• Nathalie Edler Bay
• New Horizons Divers
• Nic Emery
• Nicholas Curran
• Nico Dulcic
• Nicola Leske
• Nicolas Curran
• Nicole Tavarez
• Nikhil Das
• Nikky Holmes
• Nolan Rollo
• Oguzhan Zengin



100% AWAREパートナー

2019年に、525の100% 
AWAREパートナーが集めてくれた資金は

$296,000
（約3,300万円）

100% AWAREパートナーからの証言

Curtis Snaper - PADI®コース・ディレクター
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　世界中で、スクーバ・インストラクターとダイブセンター
は、100%AWAREパートナーシップを通じて海洋保護に献身
してきました。認定する受講生ひとりひとりに代わって
Project AWAREへ寄付をすることで、こうしたパートナーた
ちによる寄付が継続して、健康で豊かな海をサポートするの
に欠かせない基金が生み出されます。

以上です。

“ここでなら私は自分の考えを実現できます。
Project AWAREは私が気にしていることを
同じように気にしています。ですから100%
Project AWAREになることで、私が貢献する
ことが、ひとりで成し遂げようと思うものより、
ずっと大きな意味あるものの一部になって
くれます。”



- Nic Emery - The Fifth Point Diving Centre

- Zoe Osbourn - The Dive Bus Curacao
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“マレーシアで働いていたとき、自分の
ダイブサイトを保護することに情熱を
燃やしていました。連合王国（イギリス）
に帰って、Fifth Point Diving Centre
を立ち上げたとき、その情熱も一緒に
持って帰らなければ、と思いました。
ダイバーたちを励ました浮力を上手に
使って、何かを持ち帰るとか触らない
ように教えています。もちろんごみは
別ですが！ ”

“100% AWAREがパートナーになると、
Dive Bus PADIダイブコース修了者は、特別製の
認定証とProject AWARE情報を受け取ります。
このため、彼らが我々と一緒にダイビング

していた時から、メッセージと行動が
強化されます。また、できれば、彼らの

次のダイビングの冒険が世界のどこであれ、
引き続きみんなのサンゴ礁に気を配り、

そこにごみがないようにしてくれるように
なってくれれば、と思います。”
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オール100% AWAREパートナー 

• 20,000 Leagues Scuba and Aquatics
• Abyss Ocean World
• Academy of Scuba
• Academy of Scuba
• Acqua Life Dive Center
• Adam Burzynski

• Adam Wucherpfenning
• Adrian 'Bev' Bebbington
• Aegean Seals Diving Center
• Ahmed Fouad
• Alaa Saeed Al Masri
• Alberta Adventure Divers
• Alejandro Pescador
• Alexander Kohls
• Alexey Kozin
• Alfa Diving Center
• Algan Ergene
• Ali Aldarbi
• All4Diving Indonesia
• Aloha Scuba
• Alpha Divers Kuwait
• Al-Razel Lagarde
• Amarilla Divers
• Amr Zakaria Ali
• Amy Slate's Amoray Dive Resort
• Andre Brasseler
• Andreas Brustmann
• Andrew Kikawa
• Andy Stewart
• Angel Rijos
• Ann Speer
• Anna Axelsson
• Anse Chastanet Scuba St Lucia
• Anthias
• Anthias Divers

• Anthony Morton
• Anthony's Key Resort
• Antonino 'Nino' Calamia
• Aqua Plein Air, Inc
• Aqua Safaris
• Aquaexcursions Diving Centers - 

UTW Palladium
• AquaMarine Diving - Bali
• Aquamarine.MT Diving Centre
• Aquatic Adventures - Rowville
• Aquatic Adventures of Michigan
• Aquatic Center of Rochester
• Archimède
• Armando Mesen Molina
• Art Fallon
• Asia Dive Academy
• Asian - Belgian Dive Resort
• Atlantis Diving
• Australian Diving Instruction 

Geelong
• Aviva Dive & Travel
• B&J Diving Centre
• B&J Diving Centre
• Bahia Apartments & Diving
• Bali Hai Diving Adventures
• Ban's Diving Resort
• Barbados Blue Water
• Barefoot Divers
• Barefoot Scuba
• Barrett S. Jackson
• Bart den Ouden
• Bart van den Bos
• BASE Diving Centre
• Beach Cities Scuba
• Ben Arthur

• Beqa Adventure Divers
• Bernd Albert
• Best Spot Azores
• Bethan Comley
• Big Blu Mafia Island DC
• Big Blue (NY)
• Big Blue (Vanuatu)
• Black Beard Sports
• Blue Corner Dive
• Blue Corner Dive Peneida
• Blue Marlin Komodo
• Blue Ocean Club
• Blue Planet
• Blue Submarine
• BLUE SUBMARINE by NAVY SEALS 

ASD
• BLUE SUBMARINE by SCUBA 

WORLD ASD
• Blue Ventures
• Blue Water Divers
• Blue World Diver e.V.
• Bocas Dive Center
• Boonchob Vijarnsorn
• Bradley Copeland
• Brave Diver
• Brian Ferguson
• Brisbane Dive Academy
• Bruce Hall
• Bruce McPherson
• Bruce Weitzenhoffer
• BUBBLES Dive Centre
• Buceo Marina
• Buddies Dive Cove
• Cai Miao
• Caleb Hayes
• Captain Cook Cruises Fiji
• Carl Teare
• Catherine Glashier
• Ceningan Divers
• Centro Buceo Pedreña
• Centro de Buceo Pichidangui
• CEYLON WATER SPORTS (PVT) LD 

Nilaveli Diving Centre/ Unawatuna 
Diving Centre

• Charlene Bartlett
• Charles Bosma
• Charles Russell
• Charly Sub Diving School
• Chris Hartman
• Chris Hulett
• Christian St. Pierre
• Christian Tamayo-Villagran
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• Christopher Adams
• Christopher Cirillo
• Christopher Southall
• Christopher Willey
• CJ's Reef Shack
• Claudio Baccinelli
• Claus Poehler
• Club Subaquatique de Vernier
• Cojo Diving
• Constantin "Costa" Benedic
• Corey Roulent
• Covenas Diving Co.
• Crystal Dive Resort
• Crystal River Watersports
• Curt Shumate
• Curtis Snaper
• Cyprus Underwater Explorers Ltd
• Dane Durand
• Daniel Anton Perez
• Daniel Chan
• Daniele Comin
• Danilo Bellese
• Darco Azarmaneche
• Darrell Bird
• Darwin Bawasanta
• Dave Rowbottom
• David Du
• David Gnadt
• David Groth
• David Keene
• David Rintoul
• David Speer
• Debora Roosli
• Deep Blue Divers
• Deep Blue Fiji
• Denzel Summer
• Derek Freres
• Diamond Diving
• Didier Duprat
• Dirk de Does
• Discovery Divers
• Dive Boutique Cozumel
• Dive Friends Bonaire
• Dive Georgia, LLC
• Dive Ninja Expeditions
• Dive Paradis
• Dive Point Red Sea
• Dive Potato
• Dive Rutland
• Dive Shack
• Dive World Inc
• Dive! Tutukaka
• Divecenter Scubido
• Diver City SCUBA
• Divers Den
• Divers Incorporated
• Divers Incorporated Monroe
• Divevolution
• Divewise

• Divine Diving
• Diving Academy Scubacqua
• Diving Bee Marine House
• Diving King Corporation
• Dominic Black
• Dominic Diodato
• Dominik Mikolajczyk
• Donald Pollitt
• Dos Tiburones Dive Shop
• Douglas Honorio
• Down Under Dive Shop
• Dragoman Dive Center
• Duikcentrum Loosdrecht
• Dykcentrum Gullmarsfjorden
• Eaglehawk Dive Centre
• East Coast Scuba & Watersports
• Eat Sleep and Dive
• Eco Dive
• Eddiving
• Edward Anger
• Edward H Chan
• Efthymios Gkantis
• Eric Webster
• Evan C. Long
• Evolution 2
• Explore Hamilton Island
• Fabrizio Angeloro
• Fantasea Diving
• Fenix Buceo
• First Buddy Tablas
• Float N' Flag Sport & Dive Inc
• Florida Sea Base
• Florida Underwater Sports
• Fouad Al Hakami
• Four Seasons Kuda Huraa
• Four Seasons Landaa Giraavaru

• Frank Baquero
• Frank Lafleur
• Frank Van Klaveren
• Fu Chun
• Fun Dive Club
• Gangga Divers Bali
• Garden Island Resort

• Gary Phillips
• Gary Sanderson, Jr.
• Gasper Otorepec
• Gatwick Scuba
• Geoffrey Creighton
• Geoffrey Skeats
• Glyn Jenkins - DiveClub Northern 

Ireland
• Go2Similan
• Great Adventures Bonaire
• Gregory Molendyk
• Gregory Sparkman
• Guillaume Lacome
• Gustavo Suarez
• Gwennaël Perrin
• Hans-Joachim Meyer
• Hassan Khayal
• Helena Scuba
• Hervey Bay Dive Centre
• Hirokazu Tatebe
• Hi-Tide Divers
• Hsun-Wei Huang
• Hussain Ahmed Al-Abbas
• Hyeonsu Pyo
• Ian Edge
• Ian Riley
• Ignacio V. Lembeye
• IK Diving
• Ilaria Laterza
• Imad Khashfeh
• Indus Scuba
• Infinity2diving
• Iron Sub
• Ismael Samooh
• Ismael Schlack
• Issam Kanafani

• Ivan Chin Hing Foong
• Jack's Diving Locker
• Jacob Childs
• James Chandler
• James Maroney
• James McKay
• Jan Sturre (Delta Phi Diving)
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• Jason R. Keeffer/Kona Honu Divers
• Jason Sikat
• Jay Brewer
• Jay Elson
• Jean Michel Cousteau's Caribbean
• Jennifer Cumming
• Jenny Hillman
• Jetty Dive Centre
• Jill Heinerth
• John Brett
• John G. Gransbury
• Jomtien Dive Center
• Jon A. Rusho
• Jon Doughty
• Jon Jon Suarez
• Jonas Dahringer
• Jordan L. McGonigle
• Jose David "Balky" Balcazar Melgar
• Jose Luis Saenz
• Josep Lluis Massuet Casals
• Joshua Cohen
• Joshua V. Dykman
• JR Dive
• Julien van Loenen
• Justin Newton
• Kai Lin Liew
• Kai Steinbeck
• Kappi Divers
• Karina Sprechler Petersen
• Karma Dives
• Kelvin L. Dale
• Kenneth Johnson
• Key Dives
• Kholousi Khayal
• Kirill Popov
• Kohala Divers
• Kosrae Village Ecolodge
• Kristina Soderquist
• Kuwait Diving Team / Science Club
• Lahaina Divers
• Lanzarote Non Stop Divers
• L'Aquila DC
• Latitud Scuba
• Laura Lomazzi
• Leobardo Morales Cervantes
• Li Zhu
• Liang Chen
• Liquid Dive Adventures
• Liquid Dive Dumaguete
• Lisa D. Krygsveld
• Live & Let Dive
• Lloyd Jones
• Lofoten Diving
• London Diving Centre
• London Scuba Centre
• Louise Kraechter
• Lucja Rice
• Luke Ashford-Hodges
• Made in Blue

• Mahdi Andijani
• MaiDiving
• Marco Giovannini
• Marco Lusa
• Mark Mack
• Mark McNamara
• Mark Wolff
• Marlin Divers Pte. Ltd
• Marlon Espina
• Martin Green - at Pure Dive
• Martin L. Kelly
• Matava - Fiji's Premier Eco Resort
• Matt Clements
• Matt Dempsey
• Maui Dreams Dive Co.
• Maui-Diving
• Mauro Sacchi
• Max Gallino
• Mega Diving B.V. (Mega Divers)
• Michael C Hayes
• Michael Hughes
• Michael Hughes
• Michele Cavati
• Micronesia Divers Assoc
• Micronesia Eco Divers
• Min Hyeok Kim
• Moh Boon Leng
• Mohamad H Buhamadi
• Monther Jamal
• Muhamad Bin Abdullah
• Mu-Han Chang
• Nautilus Dive Center

• Nemo Viva
• Neren Diving Komodo
• Nicolas Laatsch
• Noel Hansen (The Dive Place)
• Nuno Veloso Azevedo
• OBI BLU
• Oca Divers
• Ocean Planet Diving Center
• Oceans Unlimited Costa Rica
• Ohana Dive Co.

• Oliver Payne
• Ollie Powell
• One&Only Reethi Rah Dive Centre
• Ozan Atabilen
• Pacific Freediving
• Palau Ocean Divers
• Paolo Cardani
• Paradise Divers
• Paradise Divers
• Parker Johnson
• Pascal van der Lei
• Passions of Paradise
• Patrick Scott
• Patriot Dive Center
• Patriot Scuba
• Paul Hummel (Southwestern 

Oklahoma SCUBA Club)
• Penny Nelsen
• Perth Scuba
• Peter Bickerton
• Petreos Divers
• Pierre Brits
• Pilbara Dive Tours
• Pissouri Bay Divers
• Planet Ocean
• Planet Scuba India
• Plataran Dive
• Po Hsiung Huang
• pp02 Mergulhos
• Pura Vida Divers
• Pure Dive Resort
• Purple Dive Penida

• Qi Palawan
• Quintin Hill
• Rachel Watts
• Rafael Arocha Garcia
• Rainbow Reef Divers
• Rec2Tec Diving
• Red Alert Diving
• Reef Scuba Ltd
• Remco Van 't Hooft
• Renee Tapsell
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• Restuning Sandini
• Rich Karren
• Rick Miramontez
• Roatan Dive Center
• Roatan Divers
• Roatan Divers Sandy Bay
• Robert Hodgkiss
• Robert M. McDowell
• Robert Soncini

• Robin Kendrick-Yates
• Rodrigo Pena Anza
• Roger Chan Ming Chau
• Ronald Boice
• Rupert Mayer
• Russell Hosp
• Ryan Anderson
• SA Scuba Shack
• Sabine Henkel
• Sacha Williamson
• Sail Caribbean Divers
• Sailing Club Divers
• Sairee Cottage Diving
• Sally Denton
• Sami Alhaj
• Saralyn Borg
• Sascha Engeler
• Scott G Taylor
• Scott Roberts
• Scott Tilley
• Scuba 6 Eco Diving
• Scuba Adventures - Pakistan
• Scuba Center Asia
• Scuba Courses
• Scuba Dive CRI
• Scuba Dream
• Scuba IQ
• Scuba Junkie
• Scuba Leeds
• Scuba Monkey
• Scuba Shack Diving Services
• Scuba Symphony
• Scubalino

• Scubatec
• Scubatude
• Sea 2 Sea Scuba
• Sea Divers
• Sea I see Dive Center
• Sea Sky Jeju
• Seals Diving Center
• Sean Flynn
• Seattle Scuba School

• Seong Hwan Yoo
• SGS Tauchen
• Shamaa Hadeem
• Shan Hai Jin Dive
• Shana Kent
• Shan-Chen Yu
• Shannon Montalvo
• Shaun Soenen
• Sheesa Beach Dive Centre
• Shellie Hernandez
• Shiu Ming Chan
• Side Azura
• Simon Lau
• Sin City SCUBA
• Southern Maryland Divers
• Stanislav Yurchenko
• Stellar Divers
• Stephen Lyon
• Stephen Watkinson
• Steve Mays
• Steven Brown
• Steven Jack Power
• Steven Scwankert
• Sub Aqua Tech
• Subnauta
• Sugar Land Dive Center
• Summer Dive Centre
• Sunchaser Scuba, Ltd
• Sweet Bottom Dive Center
• Tairua Dive & Marine
• Taiwan Dive Center
• Take's Skinscuba
• Tauch Aktiv

• Tech Dive Academy
• Terry Wilkins
• Thalassa Dive Resort
• The Dive Bus
• The Dive Shack
• The Dive Shop
• The Dive Spot @ Lytle Shores
• The Fifth Point Diving Centre
• The Maryland Scuba Center
• The Reef Marina
• The Ski & Scuba Connection
• Thomas Koch (Aqua Hands)
• Thomas Nielsen
• Three Diving Club
• Tim Ness
• Timothy Attis
• Timothy Ramseyer
• Timothy Riley
• Tinos DC - The Dive Center
• Tito Oliveras
• Tokoriki Diving
• Trevor Bowden
• Tri-City Scuba Centre
• Turismo Curu
• Tyler Hammel
• Ulf Jakobsson
• Unawatuna Diving Centre
• University of Malta Diving 

Resource Centre
• University of Malta Diving 

Resource Centre
• Utila Dive Center
• Utila Lodge
• Velaa Private Island Dive Center
• Viewpoint North Diving
• Villa College Maldives
• VIP Diving
• Viti Water Sports - Nadi
• Vivian Dive Centre
• Vivien Siaw Lee Jing
• Vladimir Akimov
• Waiheke Dive and Snorkel
• Waikawa Dive Centre
• Wavecrest Scuba
• Wenkai Yang
• West Side Scuba
• Whalesark Enterprise
• White Star Quarry
• Wilfred Bindervoet
• William Brown
• William Nash
• William Stevenson
• XTC Dive Center
• Xu Xin
• Yawen Fang
• Yvan Rouxel
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団体のパートナー

PADI®

PADI® JAPAN

https://www.padi.co.jp/visitors/aware/activity.asp 
https://www.facebook.com/projectaware.jpn 

BRECKENRIDGE BREWERY

https://www.breckbrew.com/

INGLOT

https://inglotcosmetics.com/

OCEAN FILM FESTIVAL
AUSTRALIA 2019
 http://oceanfilmfestivalaustralia.com.au/

4OCEAN

https://www.projectaware.org/news/july-4oceans-
shark-bracelet-month

CLIF BAR

http://www.clifbar.com.au/ 

Professional Association of Diving Instructors（PADI）は、
世界最大のダイビング教育機関で、ダイバー教育を通じて
環境への認識を高める新たな構想として1989年にProject 
AWAREを設立しました。今日、Project AWAREは、別の非
営利団体で、自らの基金を集め、自らの使命と目標を持っ
て運営されています。PADIは、Project AWAREを金銭で
はない形のサービスでサポートしていて、私たちを世界中
のダイバーとプロフェッショナルたちと結びつけてくれ
ており、また、そのさまざまな場面を通して寄付を集める
手助けをしてくれています。

PADIプロフェッショナル・メンバー
世界中のPADIプロフェッショナル・メンバーたちと
の私たちのパートナーシップは、世界的な保護活動とプ
ログラムを動かすのに欠かせません。PADIのプロたち
は、教え、指導し、地元の自然保護に深く関わっています。
Project AWAREは、彼らのサポートがなければ私たちの
目標や使命を達成することができないでしょう



FOURTH ELEMENT

https://life.fourthelement.com/product-category/
campaigns/project-aware/ 

PLASTIC COLLECTIVE

https://www.plasticcollective.co/

OCEANOGRAPHIC

https://www.oceanographicmagazine.com/ 

2019年オーストラリア海洋フィルムフェスティバル

- Jack Fishman, Project AWARE コミュニティコンサベーションオフィサー
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　第6回目の開催を祝い、過去最高の入場者を記録した、2019年の海洋

フィルムフェスティバルでは、世界で最も魅力的な海洋をテーマにした

短編が何編か上映されました。オーストラリアで大きな反響を呼び、

この後ヨーロッパを巡りましたが、このPADI®をはじめ他の冒険や旅行

の会社がスポンサーになったこのフェスティバルは、ものすごい成功を

収めました。毎年、チケット販売のうちの1＄がProject AWARE®などの

自然保護団体に寄付されます。

“このまったく素晴らしいとしかいえない
フィルムフェスティバルに6年間ずっと自然保護の

パートナーとして参加できて本当にうれしく思います。
この「海洋フィルムフェスティバル」はユニークなイベント
で見逃せません。多くの人々に海洋探検や海洋への敬意、

楽しみや保護の心をかき立てくれくれるものです。”



2019年 寄付をしていただいた方々

$50,000+（約5,600万円～）
• Sherif Abdel Baky

$10,000 - $49,000
（約112万円～5,500万円）

• 4Ocean
• CAF
• Inglot
• McBeth Foundation
• PADI
• Paul M Angell Foundation
• Rumah Foundation

$1,000 - $4,999（約11万円～56万円）
• ACB Agencies
• Alexis Garcia
• Anonymous
• Bethany Johnson
• Birgit Benzin
• Blue Corner Dive
• Daniel Roozen
• Delos Chen
• Deupree Family Foundation
• Franklin Philanthropic Founda-

tion
• Gerry O'Connell
• Henrik Nimb
• Ike Barbatsoulis
• Isles Foundation
• Jenna Sandford
• Jill Smith
• Kieran Mckey
• Kimberly Randal
• Lee Webber
• Lorraine Butzke
• Mark Wilkinson
• Martin Nash
• Michael Pfaff

• Michelle Burnett
• Michelle Depew
• Mykola Andrianov
• Nick Chong
• Nina Schnabel
• Ocean Grants
• Paul Takats
• Paycom
• Rachel Nakamura
• Robert Vor Keller
• Sang Woo Joung
• Sara and Bill Jackson
• Shannon Bownds
• Sushi4thesea
• The Schoon Family Fund
• The Stop & Stor Charitable Fund
• The Wisnewski Collatos 2015 

Lead Annuity Trust
• Thomas Richardson
• Tisa Moore
• TK Maxx and Homesense
• Tonya Kok
• WWP Corporate

$5,000-$9,999
（約56万円～112万円）
• Anonymous
• Breckenridge Brewery
• Clif Bar Family Foundation
• Felsten Fishman Family Foundation
• Nancy Inman
• Ocean Film Festival
• Starbucks Foundation
• Strauss Family Foundation
• The Baldwin-Sieck Family Fund
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$500-$999
• Alan Rowe
• Albert Vandermerwe
• Alexander Suh
• Alexandra Enders
• Aliso Needham
• Alison Black
• Allan and Destiny Witt
• Amy Kimball
• Anders Thylin
• Anthony Enders
• Brian McLaughlin
• Brian Newell
• Bryan & Sukay Polley Charitable Fund
• Caplin Foundation
• Carol Calcagni
• Carsten Beith
• Caryn Simons
• Christine Naylor
• Christopher Dickson
• Christopher Sittler
• Christy Domalakes
• Cynthia Thomas
• Daniel Devenny
• Darcy Abrams
• Dave Flaherty
• David Shane
• Dean Crownover
• Eemeli Jouhki
• Erica Alvendia
• Findlay Park Partners LLP
• Franziska Daeniker
• Garth Swanson
• Hank Louis
• Heather Biszak
• Heather Finke
• Himanshu Behl
• Jack & Debra Knutzen
• James Schroeder
• James Taylor

• Jason Culliton
• Jeanne Marie
• Jim Szczurek
• John & Kathryn Charpie
• Kandace Baker
• Kandace Baker
• Karen Shelton Brown
• Kelly Zanzarella
• Kimberlee Herold
• Kyle Gilbert
• Linda Hartig
• Lisa Frommelt
• Martin and Laurie Charitable Giving Account
• Micaiah Landrus
• Monique Davis
• Nicola Leske
• Okidivezone
• Page Porter
• Peak Organic Brewing Co.
• Petchame Josefina
• Pete Kemme
• Philip Gilligan
• Robert Schermer
• Shawn Justin Sch
• Silvio Casagrande
• Sofia Jupiter
• Sunreef Mooloolaba
• Susan Hill
• Sydney Kurtz
• Takimoto Yohei
• Timothy Cushan
• Trudi Cooke Carroll
• V. V. Cooke Foundation
• Wadycki Family Charitable Fund
• William Mellor
• William Murray Golf

寄付のレベルは寄付した通貨での換算です。

2019年に達成したことを誇りに思いますし、
海洋保護のための次の波を楽しみにしています。
2020年以降も、きれいで健康な海を目指して

地域と世界にインパクトを与えるよう責任を持って
行動します。



あなたなしには
できません！
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WASI women divers, インドネシア、バリ島

私たちは、毎日海洋汚染と闘っています。
基金を集め、寄付をし、行動し、よく
知ってから選択することで、あなたは、
海を守る者たちの空前の世界的運動の
パートナーになり、私たちの海の惑星に
欠かせない保護を確実にすることができます。



73

1
SECURITIES

VEHICLE DONATION

SHOP THROUGH 

WORKPLACE GIVING

DEDICATIONS & MEMORIALS

LEAVE A LEGACY
FUNDRAISE FOR 

すぐに寄付する

寄付の方法 

2

34

56DEDICATIONS & MEMORIALS6DEDICATIONS & MEMORIALS
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現金での寄付は、オンラインでも、小切手、PayPal経由でも、
すぐ簡単にできて、適用されるところでは税の控除が受けられ
ます。

海洋に毎月寄付するのはすばらしい責任の行使です。毎月寄
付者になれば、ますます増えている世界中の熱心なサポーター
グループに参加することになり、海洋野生動物にとって頼もし
く不可欠の防衛線を提供することになります。

「ドナーアドバイスドファンド（助成先の分野を指定して、公
益法人等に財産を基金として寄附する制度）」はお持ちですか。
お持ちなら、この寄付用の制度を利用してProject AWAREをご
支援くだされば幸いです。すでに税控除の寄付をなさっている
なら、海洋の未来のためにご投資ください。

AmazonSmileを通して買い物をすると、とても簡単に買い物
のたびにProject AWAREを支援することができ、費用はかかりま
せん。全く同じ品を同じ価格で購入すると、Amazonがボーナス
として購入価格に応じてProject AWAREに寄付してくれます（現
時点では、合衆国と連合王国（イギリス）のみ）。 

友人の結婚、記念日や誕生日を私たちの海への寄付でたたえま
しょう。記念となる寄付で愛する人が成し遂げたことをお祝いす
るのは、意味がありますしうれしい貢献になります。

Project AWAREを使って今後何年も海洋保護に投資できること
をご存じですか。寄付と遺産の計画立案を通じて、自身の財政的目
標を満たし、かつ、慈善事業の寄付を最大限に活用することが出来
ます。 

担当の法的アドバイザーまたは財政的アドバイザーに直接連絡
いただくか、あなたの遺産を海洋のために役立たせることをさらに
知るためにhttps:// projectaware.org/legacy で考えて、私たちの
「Legacy Society（遺産ソサエティ）」に参加してください。

Project AWAREでは、一般に流通している有価証券
も受け入れることができます。詳細については、
lauren.wiskerson@projectaware.org fまでご連絡く
ださい。

合衆国内では、余剰になった車やトラック、ボート、
RVなどをProject AWAREに寄付して税控除を受ける
ことができます。オンラインで寄付することもできま
すし、877-999-8322まで電話して寄付の申し込みが
出来ます。

この目的のまわりに友人や家族を集めてください 
‒ 今すぐ資金調達活動を始めましょう。身体を使った
チャレンジを設定し、自分の限界を拡大する、あるい
は、誕生日をお祝いするのもいいでしょう。JustGiv-
ingやFacebookのような様々な人気のあるプラット
フォームを使って、あなたの資金調達キャンペーンが
最大になるようにしましょう。あなたの行動が私たち
の海に大きなインパクトを与えることが出来ます。

Project AWAREの寄付は、職場を通じても簡単にで
きます。また、Project AWAREは、Benevity、Bright 
Funds、Good to Give、 CAF、Combined Federal 
Campaign （CFC）などの多くのプログラムの対象に
なっています。職場での寄付を通じる場合で、特に事
業主がProject AWAREに寄付することをマッチング
ギフトに指定している場合は、事業主にお尋ねくださ
い。通常、寄付を1対1かそれ以上の寄付をしてくれる
と思います！
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理事会

アメリカ

Dr. Drew Richardson
議長

Kristin Valette-Wirth
事務局長/財務

Jenny Miller Garmendia
Dr. Deborah Brosnan

Jeff Nadler

ヨーロッパ、中東、アフリカ 
EAST & AFRICA

Mark Caney
議長

Suzanne Smith
事務局長/財務

Dr. Drew Richardson
Kristin Valette-Wirth

アジア太平洋

Henrik Nimb
議長

Matthew Hill
事務局長/財務

Dr. Drew Richardson
Kristin Valette-Wirth

Jenny Miller Garmendia

Project AWAREスタッフ*
ディレクター、グローバルオペレーション
Danna Moore

アスシエートディレクター、
政策およびキャンペーン
Ian Campbell

政策主任
Hannah Pragnell-Raasch

デジタルキャンペーンスペシャリスト
Orsi Fulop

アソシエートディレクター、 
グローバルコミュインケーション
Domino Albert

コミュニケーションスペシャリスト
Megan White

コミュニケーションおよび
翻訳コーディネーター 
Stefania Di Dio

グローバルテックおよび
デザインスペシャリスト
Christine Kulick

コミュニティ
エンゲージメントマネーシャー
Louise Kraechter

コミュニティコンサベーションオフィサー
Jack Fishman 

コミュニティコーディネーター
Peta Day

開発マネーシャー
Lauren Wiskerson, CFRE

オペレーションマネージャー
Kian Clineff

オペレーションコーディネーター
Juanita Seino

オペレーションコーディネーターr
Ian Amos

*印刷時点現在



前に進む

私たちのオフィス
合衆国
30151 Tomas, Suite 200
Rancho Santa Margarita, CA 92688
+1 949-858-7657

連合王国（イギリス）
The Pavilions
Bridgwater Road
Bristol BS13 8AE United Kingdom
+44 117-300-7313

オーストラリア
Unit 3, 4 Skyline Place
Frenchs Forest, Sydney, NSW, 2086 Australia
+ 61 2-9454-2890

PADI® ジャパンボランティアオフィス
+81 3-5721-1731
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傷つきやすい海洋種の国際取引を規制すること、
「持続可能な開発」を見座して活動すること、私たち
の世界的コミュニティを市民科学プロジェクトに参
加させることから、責任を持ったサメとエイの観光
を促進することまで ‒ 2019年はProject AWAREと海
洋自然保護にとってワクワクする年でした。私たち
のパートナーや世界的コミュニティと一緒に、私た
ちはきれいで健康な海を取り戻すという目標に向
かって大きく前進しました。

2019年には、海洋ごみとサメの保護に焦点を当て
たプロジェクトが十分に確立され、うまくいってい
ますが、本年は、これまでの年月で達成された素晴ら
しい基盤を活用する絶好の機会となりました。

私たちは、以前よりずっと素早く海洋ごみを取り
除き、記録しようとますますやる気を高めています。
2020年には、いろいろのプロジェクトの中で特に、
これまで提出されたDive Against Debrisデータすべ
ての科学的分析の結果を明らかにし、海洋ごみがど

のように海洋生息環境に影響するかについての根本
的な質問に答え、また、さらに重要なことですが、可
能性のある解決策を見つけたいと思っています。あ
なたが、フィンを履いて私たちを支援してくれるか
フィンを脱いでそうしてくれるかに関わらず、2020
年は海洋によって素晴らしい年になると思いますが、
やはりこれまで以上にあなたのご支援が必要です。
2030年までに海洋を救う道は、長くて険しいですが、
私たちはきれいで健康な海へ戻るという私たちのビ
ジョンを現実のものにできると信じています。私た
ちの大きな目的を信じて支援していただくことに感
謝いたします。

海洋保護の支援のために、写真や時間、きつい作
業を提供してくれたProject AWAREのボランティア
たちに特に感謝の意を表します。
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WHERE 
CONSERVATION 
MEETS 
ADVENTURE SM
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www.projectaware.org

自然保護が冒険と出会うところ




